
大
川
鉄
工
所
　
グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ン
さ
ん

特殊電極

新
本
社
工
場
、来
年
５
月
着
工

総
額

億
円
、
年
７
月
に
完
工
予
定

キ
ャ
ノ
ン
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、Ａ
Ｉ
検
査
シ
ス
テ
ム
提
供

非
破
壊
・
外
観
検
査
に
特
化

技
能
実
習
生
か
ら
み
る
日
本
就
職

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
感
謝
の
声

月
刊「
溶
接
技
術
」
月
号
＝
産
報
出
版

特
集
は
Ｎ
Ｄ
Ｔ
ト
レ
ン
ド

ア
ダ
ッ
プ
、金
属
Ａ
Ｍ
最
新
機


Ｗ
レ
ー
ザ
発
振
器
搭
載

防
じ
ん
マ
ス
ク
装
着
対
応
の
溶
接
面
発
売

星
光
製
作
所

ラ
バ
ー
テ
ッ
ク
安
全
靴
に

甲
プ
ロ
内
装
型
追
加

ミ
ド
リ
安
全

（３） 第３４０４号 第３種郵便物認可 ２０２１年（令和年）９月２８日（毎週火曜日発行）

溶接をするチンさん

　
キ
ヤ
ノ
ン
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
（
東
京
・
港

区
、
金
澤
明
社
長
）
は
９

月
９
日
よ
り
非
破
壊
検
査

お
よ
び
外
観
検
査
に
特
化

し
た
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

検
査
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｉ
ｎ

ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
の
提
供
を
開
始

し
た
。

　
近
年
、
産
業
用
カ
メ
ラ

の
性
能
向
上
や
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
の
実
用
化
が
進

み
、
人
件
費
の
削
減
と
生

産
効
率
の
向
上
を
主
な
目

的
と
し
て
製
造
業
で
は
外

観
検
査
を
人
手
か
ら
Ａ
Ｉ

に
置
き
換
え
る
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
。

　
一
方
、
検
査
対
象
の
形

状
、
素
材
、
サ
イ
ズ
、
欠

陥
な
ど
の
特
性
は
多
種
多

様
で
あ
り
、
既
存
の
学
習

済
み
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を
用
い

て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る

認
識
精
度
基
準
を
満
た
す

こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
お

り
、
検
査
対
象
物
の
特
性

に
合
わ
せ
た
撮
影
環
境
を

構
築
し
、
そ
の
環
境
下
で

撮
影
し
た
画
像
を
用
い
て

学
習
し
た
専
用
の
Ａ
Ｉ
モ

デ
ル
を
導
入
す
る
こ
と
が

有
効
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
同
社

は
数
多
く
の
実
証
を
通
し

て
蓄
積
し
た
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
の
知
見
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
と
に
、
Ａ
Ｉ
検

査
シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら

運
用
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
支
援
す
る
Ａ
Ｉ
検
査

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
シ

ス
テ
ム
を
開
発
。

　
カ
メ
ラ
や
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

の
選
定
な
ど
の
実
現
性
の

検
証
か
ら
導
入
ま
で
の
現

場
で
の
検
証
は
同
社
が
主

体
で
行
い
、
導
入
後
も
ユ

ー
ザ
ー
自
身
が
Ａ
Ｉ
の
追

加
学
習
な
ど
が
可
能
で
Ａ

Ｉ
の
性
能
を
向
上
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
Ａ
Ｉ
を

用
い
て
高
解
像
度
カ
メ
ラ

で
撮
像
し
た
物
体
表
面
の

微
小
な
欠
陥
を
検
出
す
る

外
観
検
査
や
、
Ｃ
Ｔ
装
置

で
撮
像
し
た
物
体
内
部
の

微
小
な
欠
陥
を
検
出
す
る

非
破
壊
検
査
の
自
動
化
を

実
現
す
る
。

　
カ
メ
ラ
や
照
明
な
ど
の

撮
像
機
器
を
組
み
合
わ

せ
、
Ａ
Ｉ
検
査
シ
ス
テ
ム

の
コ
ア
と
し
て
同
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

現
場
の
運
用
に
マ
ッ
チ
し

た
Ａ
Ｉ
検
査
シ
ス
テ
ム
を

柔
軟
に
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
ユ
ー
ザ
ー

自
身
の
手
に
よ
っ
て
導
入

後
の
Ａ
Ｉ
の
追
加
学
習
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
で

き
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
検
査
対
象
の

追
加
や
検
査
環
境
の
変
化

に
も
対
応
す
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
を

用
い
た
さ
ら
な
る
非
破
壊

検
査
の
精
度
向
上
と
生
産

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

０
４
４
―
３
３
２
―
３
６

３
０
ま
で
。

　
ミ
ド
リ
安
全
（
東
京
・

渋
谷
区
、
松
村
不
二
夫
社

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
ハ
ー

ド
な
環
境
に
強
い
ラ
バ
ー

テ
ッ
ク
安
全
靴
に
動
き
や

す
い
甲
プ
ロ
内
装
を
追
加

し
た
「
Ｒ
Ｔ
９
４
０
甲
プ

ロ
内
装
Ｎ
」
＝
写
真
＝
を

発
売
し
た
。

　
主
な
特
徴
は
、
①
甲
プ

ロ
テ
ク
タ
（
内
装
）
＝
引

っ
か
か
り
に
く
い
内
装
式

の
甲
プ
ロ
テ
ク
タ
甲
部
へ

の
衝
撃
を
緩
和
す
る
甲
プ

ロ
テ
ク
タ
を
内
装
。
外
付

け
式
と
異
な
り
、
出
っ
張

り
や
段
差
で
引
っ
か
か
り

難
く
な
る
②
ラ
バ
ー
テ
ッ

ク
ソ
ー
ル
＝
ミ
ッ
ド
ソ
ー

ル
に
発
泡
ラ
バ
ー
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
ル
に
無
発
泡
ラ
バ

ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

耐
久
性
を
維
持
し
な
が
ら

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
と
軽
量
化

を
実
現
す
る
③
耐
熱
性
に

優
れ
た
靴
底
＝
約
セ
氏
１

１
０
０
度
の
炎
を
近
づ
け

約

秒
間
放
射
す
る
耐
熱

性
テ
ス
ト
に
お
い
て
形
状

の
変
形
が
な
い
④
ワ
イ
ド

樹
脂
先
芯
＝
足
先
へ
の
圧

迫
を
抑
え
る
、
幅
広
い
ワ

イ
ド
樹
脂
先
芯
（
軽
量
で

鋼
製
先
芯
と
同
じ
安
全
性

を
持
つ
）
⑤
断
熱
性
イ
ン

ソ
ー
ル
＝
熱
伝
導
を
抑
え

る
耐
熱
構
造
で
作
業
可
能

な
時
間
を
延
長
。
足
に
フ

ィ
ッ
ト
す
る
Ｅ
Ｖ
Ａ
カ
ッ

プ
イ
ン
ソ
ー
ル
と
の
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、
足
の

ア
ー
チ
を
支
え
疲
労
を
軽

減
す
る
⑥
屈
曲
し
や
す
い

ガ
ー
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン
＆
フ

レ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
＝
屈
曲

時
に
甲
プ
ロ
テ
ク
タ
が
足

あ
た
り
し
な
い
ク
ッ
シ
ョ

ン
材
を
内
装
。
さ
ら
に
屈

曲
性
も
損
な
わ
な
い
よ
う

フ
レ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
を
採

用
す
る

な
ど

　
標
準
価
格
は
、

・
５

―

㌢
サ
イ
ズ
が
２
万
３

６
０
０
円
、

お
よ
び


㌢
サ
イ
ズ
が
３
万
８
０
０

円
。

　
仏
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
合

弁
企
業
で
あ
る
ア
ダ
ッ
プ

は
こ
の
ほ
ど
、
金
属
Ａ
Ｍ

装
置
「
フ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ

３
５
０
」
＝
写
真
＝
の
最

新
機
種
を
発
表
し
、
日
本

で
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
同
製
品
は
レ
ー
ザ
粉
末

床
溶
融
結
合
の
積
層
方
式

採
用
。
出
力
５
０
０
㍗
の

レ
ー
ザ
発
振
器
を
搭
載

し
、
不
活
性
ガ
ス
消
費
量

の
削
減
す
る
ほ
か
、
自
動

リ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
な

ど
に
よ
っ
て
生
産
性
の
高

い
積
層
造
形
が
可
能
だ
。

　
ま
た
、
３
軸
制
御
に
よ

り
、
マ
ル
チ
レ
ー
ザ
の
積

層
に
必
要
な
要
素
で
あ
る

高
い
レ
ー
ザ
焦
点
精
度
を

実
現
し
て
い
る
。

　
微
細
粉
末
か
ら
粗
い
粉

末
ま
で
幅
広
い
材
料
に
対

応
で
き
る
機
構
を
備
え
て

い
る
の
も
特
徴
。
従
来
機

と
比
較
し
て
生
産
性
、
再

現
性
、
安
全
性
を
高
め
た

高
品
質
な
金
属
Ａ
Ｍ
を
行

え
る
。
同
機
は
産
業
活
用

を
想
定
し
た
高
品
質
な
Ａ

Ｍ
装
置
で
試
作
か
ら
生
産

ラ
イ
ン
の
構
築
ま
で
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

と
い
う
。

　
世
界
的
な
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
ミ

シ
ュ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
同

社
の
日
本
法
人
で
あ
る
日

本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
が

群
馬
県
の
製
造
企
業
を
中

心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
共

同
で
金
属
Ａ
Ｍ
技
術
を
軸

と
し
た
産
官
学
連
携
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
群
馬

積
層
造
形
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
を
７
月
に
設
立
す

る
な
ど
「
タ
イ
ヤ
を
超
越

し
た
」
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
国

内
で
も
推
進
し
て
い
る
。

チンさんは社内競技会で上位入賞
するなど優れた溶接技能を持つ

　
特
殊
電
極
（
兵
庫
県
尼

崎
市
、西
川
誉
社
長
）は
、

兵
庫
県
加
古
川
市
に
本
社

工
場
を
新
た
に
設
け
、
本

社
と
尼
崎
工
場
を
移
転
す

る
。

　
現
在
の
本
社
社
屋
は
完

工
か
ら

年
、
尼
崎
工
場

は

年
が
経
過
し
て
お

り
、
老
朽
化
へ
の
対
応
を

検
討
し
て
い
た
。

　
新
工
場
へ
の
移
転
に
よ

り
、
職
場
環
境
の
改
善
や

工
場
の
安
定
操
業
・
品
質

向
上
に
加
え
、
本
社
と
工

場
を
集
約
す
る
こ
と
で
部

署
間
の
連
携
強
化
も
図

る
。

　
加
古
川
本
社
工
場
は
、

鉄
骨
３
階
建
で
延
床
面
積

は
約
７
０
０
０
平
方
㍍
。

投
資
総
額
は
約

億
円

で
、
着
工
は
２
０
２
２
年

５
月
、
完
工
は

年
７
月

を
予
定
し
、

年
度
中
に

稼
働
開
始
す
る
。

　
星
光
製
作
所
（
大
阪
市

東
成
区
、塩
見
暢
之
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
あ
ご
当
て

が
な
く
、
防
じ
ん
マ
ス
ク

を
付
け
た
ま
ま
で
も
ノ
ン

ス
ト
レ
ス
で
溶
接
が
で
き

る
か
ぶ
り
面
型
の
「
マ
ス

ク
用
溶
接
面
」
を
発
売
し

た
。

　
新
製
品
は
、
防
じ
ん
マ

ス
ク
装
着
時
に
使
用
す
る

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
が
付
い
た
直

接
か
ぶ
る
タ
イ
プ
の
溶
接

面
「
Ｈ
０
０
３
―
Ｍ
」
、

防
じ
ん
マ
ス
ク
の
装
着
時

に
使
用
す
る
安
全
帽
の
上

か
ら
か
ぶ
る
タ
イ
プ
の
溶

接
面
「
Ｈ
０
０
５
―
Ｍ
」

＝
写
真
＝
、
Ｍ
Ｐ
型
安
全

帽
の
上
か
ら
か
ぶ
る
タ
イ

プ
の
溶
接
面「
Ｈ
０
０
７
」

の
３
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
素
材
に
パ
ス

コ
を
使
用
し
て
い
る
た
め

熱
に
強
く
、
耐
水
性
を
持

つ
。
あ
ご
当
て
が
な
い
た

め
面
体
内
側
の
補
強
と
し

て
ア
ル
ミ
板
を
付
け
る
。

　
ま
た
、
遮
光
フ
ィ
ル
タ

・
プ
レ
ー
ト
は
、
独
・
Ｄ

Ｉ
Ｎ
規
格
に
合
格
し
た

「
Ｍ
Ｓ
プ
レ
ー
ト
」
を
用

意
。
紫
外
線
、
赤
外
線
の

レ
ン
ズ
光
線
の
遮
断
率
１

０
０
％
の
高
率
を
持
ち
、

視
感
度
も
明
快
で
安
全
衛

生
の
主
要
条
件
を
満
た
し

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話


―
６
９
８
１
―
３
１
８

１
ま
で
。

　
北
海
道
小
樽
市
で
、
企

業
ビ
ル
や
病
院
、
事
務
所

な
ど
商
業
用
の
建
物
を
軸

と
し
た
鉄
骨
の
溶
接
を
生

業
と
し
て
い
る
Ｈ
グ
レ
ー

ド
の
鉄
工
所
で
あ
る
大
川

鉄
工
所
（
大
川
晃
弘
社

長
）
。
同
社
で
２
０
１
８

年
よ
り
勤
務
す
る
ベ
ト
ナ

ム
人
技
能
自
習
生
の
グ
エ

ン
・
ヴ
ァ
ン
・
チ
ン
さ
ん

（
以
下
チ
ン
さ
ん
）
は
、

鉄
骨
の
切
断
や
抜
き
な
ど

を
中
心
に
組
み
立
て
溶
接

な
ど
も
担
当
す
る
多
技
能

の
溶
接
士
だ
。
技
能
実
習

期
間
の
３
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
チ
ン
さ
ん
は
日

本
国
内
外
の
移
動
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
同
社
の
チ
ン
さ

ん
に
技
能
実
習
生
の
目
線

で
み
る
日
本

で
の
就
職
に

つ
い
て
聞
い

た
。

　
◇
　
◇

　
チ
ン
さ
ん

は
国
際
人
材

育
成
機
構
を

通
じ
て
、
大
川
鉄
工
所
の

社
長
面
接
を
通
過
し
、
２

０
１
８
年
か
ら
同
社
で
技

能
実
習
生
と
し
て
働
い
て

い
る
。
日
本
で
働
き
始
め

た

年
は
日
本
の
政
策
と

し
て
も
技
能
実
習
生
の
雇

用
を
推
進
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
っ
た
た
め
、
チ
ン
さ

ん
だ
け
で
な
く
友
人
も
複

数
人
が
日
本
企
業
で
働
き

始
め
た
。

月
に
帰
国
を

予
定
し
て
い
る
一
方
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
先
行
き
が

不
透
明
な
状
況
に
あ
る
チ

ン
さ
ん
だ
が
、
不
安
は
な

い
と
い
う
。

　
理
由
と
し
て
チ
ン
さ
ん

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
ベ
ト
ナ

ム
に
帰
国
で
き
な
い
友
人

は
大
勢
い
る
が
、
全
員
雇

用
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
技
能
実
習
期

間
を
終
了
し
た
後
に
企
業

は
雇
用
を
続
け
る
義
務
は

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
飲

食
店
や
漁
業
な
ど
様
々
な

業
種
全
て
の
友
人
が
雇
用

延
長
が
で
き
て
い
る
。
就

職
し
た
の
が
日
本
企
業
だ

っ
た
の
は
幸
運
で
、
帰
国

で
き
な
い
期
間
を
考
慮
し

て
く
れ
て
い
る
点
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
す
。
　

　
ま
た
、
「
ベ
ト
ナ
ム
も

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
く
、
仕
事
が

減
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
私
も

月
に
帰
国
の

予
定
だ
っ
た
が
、
仕
事
の

な
い
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
で
雇
用

延
長
し
て
働
く
道
を
探
す

の
も
一
案
だ
と
考
え
て
い

る
」
（
チ
ン
さ
ん
）

　
チ
ン
さ
ん
は
結
婚
を
機

に
父
親
が
ベ
ト
ナ
ム
で
経

営
す
る
工
場
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
、
確
立
さ
れ
た

技
術
を
勉
強
す
る
た
め
に

製
造
業
が
盛
ん
な
日
本
で

働
く
こ
と
を
決
め
た
。
ベ

ト
ナ
ム
は
大
学
で
は
英
語

と
中
国
語
が
必
修
科
目

で
、
日
本
語
が
選
択
制
の

第
三
言
語
と
な
る
が
、
大

学
に
通
っ
て
い
な
い
チ
ン

さ
ん
は
独
学
で
日
本
語
を

勉
強
し
た
と
い
う
。

　
面
接
を
通
過
し
た
後
、

チ
ン
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
に

あ
る
日
本
大
使
館
で
ワ
ー

ク
パ
ー
ミ
ッ
ト
を
取
得
し

て
来
日
し
た
。
企
業
に
も

よ
る
が
、
チ
ン
さ
ん
や
多

く
の
来
日
ベ
ト
ナ
ム
人
は

会
社
寮
で
暮
ら
し
て
お

り
、
大
川
鉄
工
所
で
は
技

能
実
習
生
も
日
本
人
と
同

数
の
休
日
を
取
得
す
る
。

チ
ン
さ
ん
は
日
本
で
溶
接

を
は
じ
め
と
し
た
技
能
を

学
び
な
が
ら
、
家
族
に
仕

送
り
を
し
て
２
年
半
を
過

ご
し
た
。

　
技
能
実
習
制
度
は
失
踪

や
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
が
頻
発
し
て

い
る
も
の
の
、

「
ベ
ト
ナ
ム
に

は
日
本
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
日
本

の
ア
ニ
メ
番
組

が
放
送
さ
れ
て
い
る
た

め
、
小
さ
い
頃
か
ら
知
っ

て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
友

人
か
ら
は
日
本
で
働
く
こ

と
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ

る
。
来
日
し
て
か
ら
日
本

語
を
習
熟
し
よ
う
と
す
る

ベ
ト
ナ
ム
人
も
多
い
が
、

日
本
は
観
光
資
源
が
豊
富

な
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
に
い

る
う
ち
に
、
し
っ
か
り
と

勉
強
す
る
よ
う
に
友
人
に

勧
め
て
い
る
」
（
チ
ン
さ

ん
）

　
チ
ン
さ
ん
は
大
川
鉄
工

所
で
は
機
械
設
備
を
使
っ

て
の
切
断
や
抜
き
、
た
ま

に
組
み
立
て
作
業
で
溶
接

を
担
当
す
る
１
次
加
工
班

に
所
属
し
て
お
り
、
８
月

２
日
に
開
催
さ
れ
た
社
内

の
溶
接
競
技
会
で
は

人

中
５
位
で
入
賞
し
た
。

　
「
言
葉
の
壁
は
あ
り
、

理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多

い
が
、
先
輩
社
員
は
ゆ
っ

く
り
と
、
何
度
も
見
本
を

見
せ
な
が
ら
説
明
し
て
く

れ
る
。
少
し
ず
つ
溶
接
も

上
達
し
て
い
る
の
が
分
か

る
の
は
う
れ
し
い
」
と
話

す
チ
ン
さ
ん
や
、
ベ
ト
ナ

ム
人
技
能
実
習
生
が
憧
れ

る
日
本
で
あ
り
続
け
た

い
。

　
産
報
出
版
が
発
行
す
る

月
刊
「
溶
接
技
術
」
（
毎

月

日
発
売
）
。
発
売
中

の

月
号
の
最
新
情
報
を

紹
介
す
る
。

　
特
集
は
「
Ｎ
Ｄ
Ｔ
ト
レ

ン
ド
―
Ｒ
Ｔ
・
Ｕ
Ｔ
適
用

の
最
前
線
」
と
題
し
て
、

中
核
手
法
の
Ｒ
Ｔ
、
Ｕ
Ｔ

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
取
り
上
げ

る
。

　
Ｒ
Ｔ
は
、
従
来
法
と
の

比
較
を
含
め
て
デ
ジ
タ
ル

Ｒ
Ｔ
規
格
の
現
状
と
展

望
、
デ
ジ
タ
ル
Ｒ
Ｔ
規
格

の
溶
接
部
検
査
へ
の
適
用

に
向
け
た
取
組
み
、
デ
ジ

タ
ル
Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
と
画
像
デ
ー

タ
の
取
扱
い
。
Ｕ
Ｔ
に
つ

い
て
は
、
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ

ス
ト
面
で
の
超
音
波
の
伝

達
補
正
に
関
す
る
提
言
、

鋼
板
表
面
に
対
し
て
傾
斜

し
た
き
ず
に
適
用
す
る
従

来
Ｕ
Ｔ
と
Ｐ
Ａ
Ｕ
Ｔ
と
の

比
較
に
つ
い
て
執
筆
い
た

だ
い
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
は
「
自
動
車

編
―
電
動
車
普
及
へ
の
道

筋
」
と
題
し
て
、
電
動
車

の
生
産
技
術
開
発
の
方
向

性
、
な
ら
び
に
、
溶
接
・

接
合
技
術
開
発
の
ポ
イ
ン

ト
、
モ
ー
タ
ス
テ
ー
タ
コ

イ
ル
の
溶
接
技
術
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
溶
接
管
理

技
術
者
評
価
試
験
１
級
・

２
級
の
筆
記
試
験
問
題
と

解
答
例
を
掲
載
す
る
。

　
定
価
１
４
９
５
円
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
産
報
出
版
（
電
話


―
３
２
５
８
―
６
４
１

１
）
ま
で
。


